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　6月5日から小川B&G海洋センターで水泳教室が始まりました。幼
児（4・5歳児）、小学1年生、小学2・3年生、小学4～6年生、一般の
コースにわかれ、各コースとも全13回行われます。一般では温水浴
（水中運動）のコースもあります。
　また、玉里B&G海洋センターでも7月からスポーツ教室が始まり
ます。児童水泳教室、水中健康教室のほかヨット・カヌー教室もあり
ます（9ページに掲載）。夏本番に向けて、ぜひご利用ください。
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24
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附　

則

定　

義

第 

3
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

⑴ 　

市
民　

市
内
に
居
住
す
る

者
、
ま
た
は
働
く
者
、
学
ぶ
者

並
び
に
市
内
に
お
い
て
活
動
を

行
う
企
業
や
N
P
O
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
い
う
。

　

⑵ 　

市
議
会　

小
美
玉
市
議
会

及
び
小
美
玉
市
議
会
議
員
を

い
う
。

　

⑶ 　

市　

市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
及
び
市
職
員
を
い
う
。

　

⑷ 　

ま
ち
づ
く
り　

快
適
に
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
及
び
安
心
し
て

活
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
安
全

な
地
域
社
会
を
創
る
た
め
に
行

う
公
共
的
な
活
動
を
い
う
。

　

⑸ 　

協
働　

地
域
の
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
の
も
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
共
に
考
え
、
協

力
し
、行
動
す
る
こ
と
を
い
う
。

基
本
原
則

第 

4
条　

市
民
及
び
市
は
、
次
に
掲

げ
る
原
則
に
基
づ
き
自
治
運
営
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

　

⑴ 　

情
報
共
有
の
原
則　

市
民
及

び
市
は
市
政
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
。

　

⑵ 　

参
画
の
原
則　

市
政
へ
の
市

民
の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

⑶ 　

協
働
の
原
則　

市
民
及
び
市

は
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
。

第
2
章　

市
民

市
民
の
権
利

第 

5
条　

市
民
は
、
安
全
で
安
心
な

生
活
を
送
る
権
利
を
有
す
る
。

2 　

市
民
は
、
市
議
会
及
び
市
の

保
有
す
る
情
報
を
知
る
権
利
を

有
す
る
。

3 　

市
民
は
、
市
政
運
営
に
参
画
す

る
権
利
を
有
す
る
。

市
民
の
責
務

第 

6
条　

市
民
は
、
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
責
務
を
有
す
る
。

2 　

市
民
は
、
政
策
形
成
等
に
参

画
す
る
際
、
自
ら
の
発
言
行
動

に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

3 　

市
民
は
、
法
令
又
は
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
の
義

務
を
負
う
と
と
も
に
、
適
正
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
を

有
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第 

7
条　

市
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
民
は
、
地
域
住
民
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
幸
福

の
実
現
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
そ
の

活
動
に
参
加
、
協
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

前　

文 

　

私
た
ち
の
ま
ち
小
美
玉
市
は
、
平

成
18
年
3
月
27
日
に
小
川
町
、
美
野

里
町
及
び
玉
里
村
が
合
併
し
て
、
新

た
な
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
市

は
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

南
部
は
日
本
で
第
二
位
の
広
さ
を
誇

る
霞
ヶ
浦
に
面
す
る
、
水
と
緑
と
き

れ
い
な
空
気
に
恵
ま
れ
た
平
坦
な
地

域
で
す
。

　

私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

歴
史
、
伝
統
を
継
承
し
、
市
民
が
い

き
い
き
と
輝
き
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
、
快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
、信
託
し
た
市
政
が
、

私
た
ち
の
意
思
を
反
映
し
て
行
わ
れ

る
よ
う
、
そ
の
運
営
に
主
体
的
に
参

画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
個
人
の
尊
厳
と
基
本

的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、自
ら
の
意
思
、

行
動
と
責
任
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
情
報
共
有
、
参
画
及
び
協
働

を
基
本
原
則
と
し
て
、市
の
あ
り
方
、

市
民
の
あ
り
方
、
行
政
運
営
等
の
基

本
を
定
め
、
市
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
こ
に

小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

第
1
章　

総
則

目　

的

第 

1
条　

こ
の
条
例
は
、
小
美
玉
市

の
自
治
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
権
利
及

び
責
務
並
び
に
市
及
び
市
議
会
の

責
務
等
、
行
政
運
営
の
原
則
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
自
治
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

条
例
の
位
置
づ
け

第 

2
条　

こ
の
条
例
は
、
本
市
が
定

め
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
市
は
、

他
の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃

及
び
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

の
条
例
に
最
大
限
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
素
案
を

作
成
し
ま
し
た

　

小
美
玉
市
で
は
、
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
を
中
心
に
自
治
基

本
条
例
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
こ
の
ほ
ど
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
の
策
定
に
伴
い
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
た
め
、
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
ト（
広
報
お
み
た
ま
お
知
ら
せ
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月
号
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
委
員
会
に
て
検
討
を
行
い
、
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
案
を
修
正
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
、
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
の
全
文（
前
文
と
全
25
条
）
　
を
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
し
ま
す
。

目　次

自治基本条例中間答申

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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第
2
節　

運
営
の
管
理

説
明
責
任

第 

19
条　

市
は
政
策
の
実
施
状
況
や

評
価
に
つ
い
て
、
市
民
に
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
は
、
市
民
か
ら
の
市
政
に
関

す
る
質
問
、意
見
、要
望
等
に
対
し
、

速
や
か
に
且
つ
誠
実
に
応
え
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

危
機
管
理

第 

20
条　

市
は
緊
急
時
に
備
え
、
市

民
の
身
体
、
生
命
及
び
財
産
の
安

全
性
の
確
保
及
び
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
危
機
管
理
の
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
市
民
、
事
業
者

等
、
関
係
機
関
と
の
協
力
、
連
携

及
び
相
互
支
援
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

協　

働

第 

21
条　

市
民
及
び
市
は
、
相
互
理

解
と
信
頼
関
係
の
も
と
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
協
働
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
は
前
項
に
規
定
す
る
協
働
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
自

発
的
な
活
動
を
支
援
す
る
よ
う
努

め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市

の
支
援
は
市
民
の
自
主
性
を
損
な

う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

男
女
共
同
参
画

第 
22
条　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
は

男
女
の
平
等
を
基
本
と
し
、
共
同

で
参
画
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

前
項
の
手
続
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

第 

23
条　

市
は
、
重
要
な
条
例
及

び
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
公
正

の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を

考
慮
し
て
、
策
定
の
意
思
決
定
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
6
章　

そ
の
他

国
・
茨
城
県
及
び
他
市
町
村
と
の
連
携

第 

24
条　

市
は
国
・
茨
城
県
及
び
関

係
地
方
公
共
団
体
と
相
互
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
適
切
に
対
処
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委　

任

第 

25
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に

定
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
す
る
。

問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
聴
課
政
策
審
議
係

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
２
１
２

第
3
章　

市
議
会

市
議
会
の
権
限

第 

8
条　

市
議
会
は
市
の
議
決
機
関

で
あ
り
、
行
政
を
監
視
し
、
政

策
の
立
案
等
を
行
う
権
限
を
有
す

る
。

市
議
会
の
責
務

第 

9
条　

市
議
会
は
市
民
か
ら
の
信

託
を
受
け
た
議
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

市
民
の
信
託
に
応
え
る
た
め
、
そ

の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
よ
う
運

営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
議
会
は
、
保
有
す
る
情
報
を

市
民
と
共
有
し
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
議
会
議
員
の
責
務

第 

10
条　

市
議
会
議
員
は
、
自
治
の

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
市
の
総

合
的
な
発
展
を
考
慮
し
、
市
議
会

が
前
条
に
規
定
す
る
事
項
を
実
現

す
る
よ
う
、
誠
実
に
職
務
を
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
章　

行
政

市
長
の
責
務

第 

11
条　

市
長
は
市
の
代
表
者
と
し

て
市
民
の
信
託
に
応
え
る
た
め
公

正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
長
は
、
全
市
民
を
対
象
に
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 　

市
長
は
市
政
の
基
本
方
針
、
政

策
を
明
ら
か
に
し
、
効
率
的
な
市

政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

職
員
の
責
務

第 

12
条　

職
員
は
こ
の
条
例
に
定

め
る
事
項
を
自
覚
し
、
市
民
の
視

点
に
立
っ
て
、
公
正
、
誠
実
か
つ

効
率
的
に
職
務
を
遂
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

2 　

職
員
は
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
知
識
の
習
得
及
び
能
力
向
上

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
5
章　

市
政
運
営

第
1
節 

運
営
の
原
則

総
合
計
画

第 

13
条　

市
は
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
基
本

構
想
及
び
そ
の
実
現
の
た
め
の
基

本
計
画
等
を
ま
と
め
た
総
合
計
画

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
は
総
合
計
画
の
内
容
を
実
現

す
る
た
め
、
適
切
な
進
行
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財　

政

第 

14
条　

市
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

く
政
策
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

財
政
計
画
に
基
づ
き
、
健
全
で
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

市
は
、
財
政
状
況
に
係
る
情
報

並
び
に
予
算
の
編
成
及
び
執
行
に

係
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
運
営
の

透
明
性
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

情
報
共
有

第 

15
条　

市
及
び
市
民
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
必
要
な

情
報
の
共
有
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

情
報
公
開

第 

16
条　

市
は
市
民
の
知
る
権
利
を

保
障
し
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を

公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

前
項
に
規
定
す
る
情
報
公
開
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例

で
定
め
る
。

個
人
情
報
保
護

第 

17
条　

市
は
保
有
す
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

前
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
保

護
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

条
例
で
定
め
る
。

行
政
手
続

第 

18
条　

市
は
市
民
の
権
利
利
益
の

保
護
に
資
す
る
た
め
、
行
政
手
続

に
関
し
、
共
通
す
る
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
運
営
に

お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

前
項
の
手
続
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

広報おみたま　平成 19年 6月 14日



4

　5月21日、第1回小美玉市まちづくり審査会（高野恒雄会長）が開催され、次の3つの住民団体が新たに「まちづくり
組織」として認定されました。
　この制度は、地域を舞台にさまざまな社会貢献活動を自主的に行う団体が同審査会において「まちづくり組織」
として認定された場合、行政に対する各種支援措置の申請を可能とするものです。今回の認定分を含めると、これ
までに全体で16団体が「まちづくり組織」として認定され、さらに充実した活動が市内各地で繰り広げられるものと
思われます。
　また、同審査会では、19年度〈第1回〉分として、まちづくり組織の20事業に対して補助金を交付することが決議され
ました。次項にその内容を紹介しますので、皆さんもぜひ参加してみてはいかがでしょうか？

平成 19年度第 1回
まちづくり審査会が開催されました！！

申請内容を熱心に説明する組織代表者

〈まちづくり組織認定団体〉

組織名称 代表者 活動目的 活動内容 会員数

江戸住宅町内会

高場区

さわやかな
野田をつくる会

緑川　忠雄
（江戸住宅）

小林　晃一
（羽鳥）

石崎　　渡
（野田）

302
（世帯）

92
（世帯）

小学校区
全世帯

地域住民の親睦を図
るとともに教養の向
上並びに共同福祉の
増進を図ることを目
的とする。

高場区の発展に寄与
するため地域住民の
親睦を図るとともに
教養の向上並びに共
同福祉の増進を図る。

野田小学校区住民全体が
お互いに協力して、自主性
を持ち明るく楽しい連帯感
のある安全で安心の郷土を
つくることを目的とする。

①文化、教養、体育に関すること
②環境、衛生に関すること
③街路灯、公園並びにコミュニティセン
　ターの維持管理に関すること
④会員の親睦に関すること
⑤公共団体との連絡、協調に関すること
⑥その他会員の共同福祉に関すること

①文化、教養、体育に関すること
②環境衛生に関すること
③街路灯および道路の維持に関すること
④会員の親睦に関すること
⑤公共団体との連絡調整に関すること
⑥その他会員の福祉に関すること

①生活環境に関する活動
②スポーツ・レクリエーションに関する活動
③広報に関する活動
④その他本会の目的達成のために必要
　と思われる諸活動

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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＜補助金交付事業＞
事　業　名 まちづくり組織名 目　的・内　容

玉里の史跡六井の整備と維持活動

男の健康料理教室

花壇と道路の整備

まちづくり交流イベント「うさぎまつり」

小美玉市の生物調査と報告

十二所区納涼祭り

フラワーロード花づくり

納場地区ふれあいまつり

広報発行

堅倉地区三世代の集い　みんなでやっぺ祭

広報誌発行

石船古墳公園管理・造成事業

ふれあい広場

広報誌発行

フラワー感謝祭

花づくり

ちびっこ相撲大会協力

青少年を守る「野田っ子まもローズ」の運営

三世代地域めぐり

親子球技大会

玉里の史跡と自然を護る会

男の健康料理

田木谷地区まちづくり同好会

特定非営利活動法人　玉里しみじみの村

美野里生物の会

羽鳥十二所区会

納場地区コミュニティ

納場地区コミュニティ

納場地区コミュニティ

住みよい堅倉地区をつくる会

住みよい堅倉地区をつくる会

住みよい堅倉地区をつくる会

こころふれあう羽鳥の会

こころふれあう羽鳥の会

竹原地区コミュニティ

竹原地区コミュニティ

竹原地区コミュニティ

さわやかな野田をつくる会

さわやかな野田をつくる会

さわやかな野田をつくる会

市民生活部　地域振興課　地域振興係　内線 1134【問い合わせ】

六井と周辺の自然の環境を崩さずに、整
備と維持を行い、まちづくりに貢献する。
健康維持に欠かせない食生活改善を目指
し、男性限定で健康レシピ実習を行う。

「まつり」を通じてふれあい、話し合いを深め、
潤いに満ちた心豊かなコミュニティにつなげる。

「花」をテーマにふれあいを楽しむイ
ベントを開催し、人と人とのふれあ
い、心の通う人間関係を豊かにする。
国道 6 号の花壇の花づくり等を住民主体
のまちづくり活動として進める。
子どもたちの心に「ふるさと竹原」の思
いを育てる行事として盛り上げていく。

国道 355 号沿いの国道用地にある花
壇を活用し、四季を通じて花いっぱ
いにする。
住民主体で自らの文化や自然、景観を護り、
農や食を見直しながら、新しい交流プログ
ラムとしてのまつりを創造・実施する。
市の自然環境の現状把握と保全のた
めの生物の種類や分布の調査を毎月
行い、報告書等を作成する。
コミュニケーション作りの一環とし
て交流の場・ふれあいの場として、
納涼祭りを実施する。
地域の特性である豊かな自然に彩りを添
え、住む人々に心の潤いをもたらすため、
けやき通りをメインに草花を植栽する。

納場地区内の身近な話題を提供して、
コミュニティ活動への関心を高める。
地域住民三世代が一堂に会し、一日
ゲーム等を楽しみ、交流を深め、信
頼関係の強化を図る。
堅倉地区コミュニティの様々な活動
状況を広く知らせ、コミュニティ活
動への関心を深めさせる。
公園利用者が四季折々の自然の移り変わ
りを楽しみ、環境保全の重要性を理解で
きるように公園の管理と造成を行う。
新旧住民が一体となって出会い、ふ
れあい、学びあいながら信頼関係を
築き、交流の輪を広げていく。
地域に関する情報を共有することに
より、地域への理解を深めるととも
に交流の輪を広げていく。

野田小学校区内において、子どもの
安全を守る地域防犯活動を地域ぐる
みで行う。
野田小学校区内の地域資源や歴史・
伝統に触れる機会を設け、ふるさと
を見つめ直すとともに交流を深める。
野田小学校区住民が一堂に会し、軽ス
ポーツを通して親睦と健康増進を図ると
共に明るい豊かな生活形成に寄与する。

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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6
月
に
な
り
、
庭
先
の
梅
の

実
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

材
料
の
用
意

①
青
梅 

1
㎏

　
（ 

ヘ
タ
を
取
り
除
き
、
洗
っ

て
、
水
気
を
取
っ
た
も
の
）

②
砂
糖 

1
㎏

③
米
酢 

50
㎖

作
り
方

① 

梅
1
㎏
を
冷
凍
庫
に
24
時
間

以
上
入
れ
ま
す
。

② 

殺
菌
の
た
め
に
酢
を
振
り
か

け
な
が
ら
、
砂
糖
1
㎏
と
梅

を
交
互
に
瓶
に
入
れ
、
密
封

し
ま
す
。

③ 

梅
が
解
凍
し
始
め
た
ら
、

時
々
瓶
を
動
か
し
て
砂
糖
を

溶
か
し
ま
す
。

　

 

約
10
日
で
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。

④ 

保
存
す
る
場
合
は
加
熱
殺
菌

し
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

飲
む
と
き
は
水
な
ど
で
4
〜
5

倍
程
度
に
薄
め
て
く
だ
さ
い
。

る
評
価
は
高
く
、
旧
美
野
里
町
教
育

長
就
任
を
強
く
請
わ
れ
、
旧
町
で
は

初
め
て
の
女
性
教
育
長
を
8
年
6
か

月
も
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
好
き
な
教
育
の
世
界
で
全
力
投

球
で
き
た
の
は
、
家
族
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。」
と
受
章
の
気
持

ち
を
感
慨
深
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
小
美
玉
市
在
住
の
幡

谷
文
子
さ
ん
よ
り
、
市
教
育
委
員
会

に
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

3
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
で
は
、
早
速
小
川
B
&
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
・
希
望
ヶ
丘
公
園
・
玉

里
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
、
各
施
設
職
員
が
消
防
署
の
協
力

に
よ
り
、
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。
幡
谷
さ
ん
は
、
旧
小
川
町
の
と

き
に
も
A
E
D
を
寄
贈
さ
れ
て
お

り
、
小
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
小

川
南
中
学
校
、
小
川
北
中
学
校
、
小

川
高
校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
、
心
臓
の
心
室
が
小
刻
み
に
震

え
る
こ
と
で
、
全
身
に
血
液
を
送
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
心
室
細
動
等

の
致
死
性
の
不
整
脈
の
状
態
を
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
る
こ

と
に
よ
り
正
常
な
状
態
に
取
り
戻
す

器
械
で
す
。

　

5
月
22
日
、小
川
総
合
支
所
大

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度

小
美
玉
市
茨
城
空
港
利
用
促
進
協

議
会（
飯
島
利
武 
会
長
）総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、『
平
成
18
年
度
事

業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算
』並

び
に『
平
成
19
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
歳
入
歳
出
予
算（
案
）』に
つ

【
瑞
宝
双
光
章
】
教
育
功
労

　

元
小
学
校
長

　
　
　

高
野
み
ち
子
さ
ん（
羽
鳥
）

　

高
野
先
生
は
茨
城
大
学
教
育
学
部

を
卒
業
後
、
教
員
と
し
て
旧
岩
間
町

立
岩
間
第
一
小
学
校
で
17
年
間
、
旧

美
野
里
町
立
羽
鳥
小
学
校
で
13
年
間

指
導
に
あ
た
り
、
50
歳
で
、
同
竹
原

小
学
校
の
教
頭
に
昇
任
。
さ
ら
に
53

歳
で
水
戸
市
立
稲
荷
第
二
小
学
校
長

に
昇
任
さ
れ
、
そ
の
後
旧
美
野
里
町

立
堅
倉
小
学
校
長
を
5
年
務
め
定
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
の
学
校
も
保
護
者
の
方
が

た
が
教
育
熱
心
で
、
努
力
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
熱
く
反
応
し
て
く
れ
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
が
た
を
は
じ
め

地
域
の
方
が
た
が
協
力
、
応
援
し
て

く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。」

と
半
世
紀
に
わ
た
る
教
育
と
の
関
わ

り
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
も
そ
の
教
育
姿
勢
に
対
す

平
成
19
年
度

　

小
美
玉
市
茨
城
空
港

　
　
　

利
用
促
進
協
議
会
総
会
を
開
催

い
て
協
議
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
の
総
会
に
先

立
ち
、
協
議
会
委
員

に
よ
る
百
里
飛
行
場

視
察
調
査
（
民
間
共

用
化
事
業
の
進
捗
状

況
及
び
百
里
基
地
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
に
つ

い
て
は
、
空
港
の
利

活
用
を
考
え
た
地
場

商
品
の
検
討
・
開
発

等
を
議
論
す
る
部
会

の
設
置
に
つ
い
て
、

次
回
協
議
会
で
協
議

す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
、さ
ら
に
、国
へ
の

展
望
施
設
及
び
P
R

看
板
等
の
設
置
の
要

望
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

春
の
叙
勲

テ
ィ
ー

　
　

ブ
レ
イ
ク

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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〈対象となる法人〉
　平成19年4月1日から平成22年3月31 日までの間に小美玉市内に事務所又は事業所を新設又は増設し、市内の
事務所等の雇用者が5 人以上（注1）増加する法人（特例法人）については、市税の特別措置の対象となり、事務所
等の新増設に伴う土地（注2）、家屋及び償却資産（特例資産）の一部又は全部において固定資産税が課税免除（3年間）
となります。ただし、次のものは対象となりません。
　⑴ 風俗営業等を営む事務所、事業所
　⑵ 市税及び各使用料等を滞納している法人
　⑶ 事務所等の新増設が、合併・分割、新たに法人を設立するための現物出資、組織の変更によるものであるもの

　注1）・ 小美玉市内に住所を有する者を3人以上含むものとなります。
　　　・事務所等の新増設が、工業団地内等である場合には、雇用者が5人以上増加しなくても課税免除の対象となります。
　注2）・土地については、取得後1年以内に事務所等の建設に着手したもので、対象部分は、家屋の底地面積となります。
〈課税免除申告〉
   市税の特別措置の適用を受けようとする場合は、特例資産を取得した年の翌年の1月31日までに、「特例資産に係
る固定資産税の課税免除申告書」を小美玉市役所商工観光課へ提出してください。

問い合わせ　商工観光課 　☎４８-１１１１　内線１１７３

産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための
固定資産税の特別措置（課税免除）について

選挙

小美玉市選挙管理委員会

入
場
券
①

入
場
券
②

入
場
券
③

入
場
券
④

入
場
券
⑤

入
場
券
⑥

　投票所入場券につきましては、これまで有権者1人に1枚作成して郵送してきましたが、今夏執行予定の参議
院議員通常選挙から世帯別に作成した連記式入場券を郵送する方法に変更します。
　世帯別に変更することにより、各世帯1～ 2通程度の封筒になります。使用につきましては、つぎの｢投票所入
場券の使い方｣のとおりとなりますので、お間違えのないようご使用ください。みなさまのご理解とご協力をお願
いします。

　1通の投票所入場券に最大6
人分の入場券が印刷されていま
す。ご自分の入場券をミシン線
に沿って切り離し、各自投票所
にお持ちください。
　切り離し後の入場券は、縦約
6.5cm、横約10cmのサイズにな
ります。紛失しないようにご注意
ください。

　玉里地域では平成19年4月1日から地区制度への移行により、19行政区へ変更となりました。これに伴い、一
部地域の方は投票区の見直しにより投票所が変更になります。
　地域によっては、今までよりご不便をおかけすることにもなりますが、主旨をご理解のうえ、市民のみなさまのご
協力をお願いします。
　なお、選挙の際には『投票所入場券』に記載されている投票所で投票することになりますので、ご確認ください。

◆◆「投票所入場券」が変わります◆◆◆◆「投票所入場券」が変わります◆◆◆◆「投票所入場券」が変わります◆◆

◆投票所入場券の使い方◆

①ミシン線で切り離し、
　開封してください。

②最大６人分が印刷されていますので、
　各自切り離して投票所に持参してください。

玉里地域の投票区の一部変更について

小美玉市選挙管理委員会　☎４８－１１１１　内線 1283【問い合わせ】

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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文部科学省指定　キャリア・スタート・ウィーク推進地域

子どもたちの勤労観・職業観を育てるために、子どもたちの勤労観・職業観を育てるために、子どもたちの勤労観・職業観を育てるために、
中学2年生が3～5日間の職場体験に取り組みます中学2年生が3～5日間の職場体験に取り組みます中学2年生が3～5日間の職場体験に取り組みます

　小美玉市では、文部科学省より平成19年度キャリア・スタート・ウィーク推進地域の指定を受けました。
この「キャリア・スタート・ウィーク」は、子どもたちの勤労観・職業観を育てるために、中学校において
３～５日間以上の職場体験を行う学習活動です。学校教育の一環として、地域の協力を得て職場体験など
のさまざまな体験活動を行うことにより、望ましい職業観をはじめ、他人とのかかわりや思いやり、社会の
ルール等を学び、主体的・創造的に生きていくことができる資質や能力を育成することを目指しています。
　市民の皆様にも、中学生の職場体験等の受け入れにご協力をいただき、積極的に参画いただくようお願
いします。

　小美玉市では、これからの地域づくりを担う国際的な視野をもつ人材の育成をめざし、中学生の皆さんを
海外に派遣します。
　中学生の皆さんが、ホームステイや体験入学を行い、異文化を肌で感じたり、ホストファミリーの優しさや
温かみに触れたりします。ぜひ、この機会に、ふるってご応募ください。

派遣期間　10月5日(金）～ 10月14日(日） （8泊10日）
派 遣 国　カナダ（アルバータ州エドモントン市）
研修内容　・ホームステイ（6日間）や現地中学校での体験入学
　　　　　・自然、文化施設等の見学
参加経費　個人負担　150，000円
　　　　　〔但し、旅券代（パスポート）は、自己負担とする。〕
募集人員　20名（市内在住の中学2年生及び3年生）
応募期間　６月18日（月）～６月27日（水）

応募方法　次のものを中学校長か下記の事務
　　　　　局まで提出すること。
　　　　　（用紙は、各中学校及び事務局で配布します。）
　　　　　⑴平成19年度小美玉市中学生海外
　　　　　　派遣研修事業参加申込書

⑵「中学生派遣研修体験で取り組ん
　　　　　　でみたいこと」をテーマにした作文
　　　　　　（400字詰め原稿用紙2枚以内）

平成19年度小美玉市中学生海外派遣研修参加者の募集平成19年度小美玉市中学生海外派遣研修参加者の募集平成19年度小美玉市中学生海外派遣研修参加者の募集平成19年度小美玉市中学生海外派遣研修参加者の募集

小美玉市教育委員会学校教育課内　中学生海外派遣事務局　☎４８－１１１１　内線 2224【申込み・問い合わせ】

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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　平成19年度も小美玉市教育委員会では下記の教室を実施します！
みなさんもマリンスポーツを通じて、健康づくりに役立ててみませんか？

受講資格　市内に在住・在学の方、又は勤務されている方
受 講 料　児童水泳教室………2,000円
　　　　　水中健康教室………2,000円
　　　　　ヨット・カヌー教室……無  料
申込方法　事前に申込書にご記入のうえ、受講料を添えて直接玉里Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申込みください。
　　　　　※申込書は玉里B＆G海洋センター・小川B＆G海洋センター・希望ヶ丘公園・小川総合支所内
　　　　　　教育委員会生涯学習課にあります。
　　　　　　また、小美玉市ホームページよりダウンロードも可能です。
　　　　　※TEL・FAXによる受付は不可。
受付期間　7月7日（土）～7月15日（日）
　　　　　午前8時30分～午後5時30分
　　　　　月曜・祝日休館
　　　　　※定員になり次第、締め切ります。
主　　催　小美玉市教育委員会・小美玉市玉里B＆G海洋センター
問い合わせ　玉里B＆G海洋センター　☎26－5761

　現在、児童手当を受給している方に、6月中旬に「現況届」の用紙を送付しました。これは、受給者の前年の所
得、扶養の状況など必要事項を確認するための届けです。受給の資格があっても6月30日までに現況届を提出
せず、手続きをしなかった場合には、6月分からの児童手当が受けられなくなりますので、忘れずに提出してくだ
さい。
　※今年の1月1日に小美玉市に住民登録のなかった方は、今年の1月1日現在居住していた市町村の発行す
　　る児童手当用所得証明書（平成18年中の内容）が必要です。
　※前年所得要件に該当せず、手当てが受けられなかった方も、該当する場合がありますのでお問い合わせく
　　ださい。
＜児童手当とは＞
12歳到達後の最初の3月31日までの間にある児童（小学校修了前の児童）を養育している方に支給されます。
ただし、前年（1月から5月までの月分の手当については前々年）の所得が一定額以上の場合には、児童手当は
支給されません。また、手当は申請がないと支給されません。申請の翌月分から支給開始となります。
3歳未満…対象児童すべて一律月額10,000円
3歳以降…第1子 5,000円     第2子 5,000円 　第3子以降 10,000円

児童手当の「現況届」提出は６月30日まで

平成19年度スポーツ教室開催のお知らせ

社会福祉課 児童福祉係 　☎４８－１１１１　内線 3226・3227【問い合わせ】

教室名

児童水泳教室
（全8回）

水中健康教室
（全6回）

ヨット・カヌー教室
（全6回）

玉里Ｂ&Ｇ
海洋センター
プール

玉里Ｂ＆Ｇ
海洋センター
プール

玉里Ｂ＆Ｇ
海洋センター
プール・艇庫

小学1年生

～

小学6年生

一　般

小学4年生

～

一　般

100人

20人

12人

毎　週

火・水・金

毎　週

水・土

毎　週

木・金

7/24・7/25
7/27・7/31
8/ 1・8/ 3
8/ 7・8/ 8
7/25・7/28
8/ 1・8/ 4
8/ 8・8/11
7/26・7/27
8/ 2・8/ 3
8/ 9・8/10

実施日 曜　日 会　場 対　象 募集人員

※募集人数が半数に満たない場合には、実施しない場合があります。　※開講中に上記日程が変更になる場合があります。

玉里B&G海洋センター

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福
祉祭」は、60 歳以上の高齢者を中心とした健康と福祉の総
合的な祭典で、健康の増進や社会参加、生きがいづくりの推
進を目的として開催されます。
　厚生省（現・厚生労働省）の創立 50周年を記念して、昭和
63年に第 1回大会が兵庫県で開催されました。以後、毎年、
都道府県持ち回りで各開催地の特色を生かした大会が盛大に
開催されています。 
　平成 19 年秋、節目となる第 20 回大会は茨城県が開催地
となり、小美玉市でも、11月11日（日）に小川文化センター
を会場に民謡交流大会が開催されます。
　それに先立ち、このたび、ぺんてる㈱茨城工場から大会協
賛として、運動協力校（ハッスルきっず隊）が応援用横断幕を
作成する際に使用する文房具（絵の具、筆、ペン）を提供して
いただくことになり、4月 23 日に運動協力校 64 校を代表
して、玉里東小学校で贈呈式が行われました。
　児童代表は文房具を受け取り、お礼の言葉と選手応援団の
決意を力強く述べました。これから玉里東小学校の児童のみ
なさんは、石川県選手団の応援団としてさまざまな活動をし
ていきます。

　4月 29日、小川文化センターで、小川新舞踊連合会（猿田
善三郎会長）主催の新春発表会が開催されました。
　発表会では、たちはな会、扇会、紫香会、玉美会、寿会、
寿慶会の 6団体の皆さんによる新舞 41曲が代わる代わる披
露され、会場からは多くの拍手が送られました。
　今回は第 20回の記念すべき発表会とあって、これまで会
員一同が総力をあげて稽古に励んできた成果が発表され、例
年以上に熱気あふれる発表会となりました。

　5月11日から20日にかけて、今年も全国一斉に「春
の全国交通安全運動」が展開されました。本市でも、
交通安全運動初日にあたる 11日に、玉里総合文化セ
ンターにおいて石岡地区交通安全対策推進協議会主
催、石岡警察署、石岡地区安全協会、同安全運転管理
者協議会、同安全母の会連合会、同女性ドライバー友
の会、同地域交通安全活動推進委員協議会後援による
総決起大会が開催されました。
　大会では、石岡警察署長、各交通関係団体代表によ
るあいさつのあと、昨年度に同警察署管内で起きた交
通事故の概況説明が行われ、シートベルトを着用して
いれば救われた命が 7割あることなど悔やまれる事
故が後を絶たないこと、事故に遭わないためにはどの
ようなことに気をつけたらよいかについて話されまし
た。また、交通安全朗読が行われ、小松大輝さん（玉
里小 5年）と原田梨奈さん（玉里中 3年）が作文を発表
しました。日ごろから本市の交通安全運動のためにご
尽力いただいている各団体、ボランティアの皆さんは
熱心に聞き入っていました。そして最後に交通事故防
止の徹底を誓いました。この日はまた、市内の要所に
おいて、交通安全立哨活動が行われ、チラシなどの啓
蒙品を手渡しながら安全運転を呼びかけました。

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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　茨城県教育委員会と茨城新聞社の主催による「平成18年度 
第18 回茨城県教育広報・NIE コンクール」の教育広報紙の
部で、小川南中学校 PTA 広報委員会（前島京子委員長）編集
の「あかみ（第 93 号、第 94 号）」がみごと優秀賞を受賞しま
した。

　このコンクールでは、PTA 広報紙のもつ目的、使命、
記事の内容、レイアウト、見出し、文章など総合的なも
のが審査されます。「あかみ」は、カラー印刷などの装飾
等を重視せず、すべてが委員による手作り（モノクロ）で、
編集はもちろんコピーや製本まで委員の皆さんの積極的
な協力により発刊することができたそうです。苦労した
ことも多かったろうと前島委員長に伺ってみると、「初
めてで大変でしたけど、印刷所に頼まない分、発刊でき
たときの達成の喜びは大きかったです。苦労というほど
のことはなく、みんなですべての作業を協力してできた
ことが楽しかったです。」と受賞の喜びを語ってくれま
した。受賞おめでとうございました。

第93号は、高校入試に関する特集が組まれ、情報がいっぱい ! 第 94号は、生徒、保護者、卒
業生までアンケートをとり、グラフで見やすい調査結果を心掛けている。

的で開催されているものです。
　今回は、一般の部で、1,774 組 3,548 句の応募があり、
その中から清水さんの句が選ばれました。
　清水さんは、18歳のときから俳句を始め、途中中断しま
したが、平成 4年ごろからふたた
び作品を作りはじめられました。
今回の賞は、3度目の投稿での栄
誉でした。
　受賞した句は、田舎から東京出
るときのせつなくさみしい思いを
詠んだそうです。

広報委員会の皆さん

　5月31日、小川公民館で100名以上の高齢者が出席し、「平
成19年度小美玉市高齢者大学」の開講式が行われました。
　同高齢者大学は、毎年6月ごろから12月ごろまで開設し、
年間を通じて講話会や館外に出ての移動学習会などを行い
ます。また、園芸、料理、洋裁、書道、ニュースポーツ、
合唱、健康体操などのクラブ活動もあり、満60歳以上の
市民の方で、学習の場となる小川公民館とやすらぎの里小
川に通える方ならどなたでも学ぶことができます。
　開講式の後、茨城県消費者教育講師の佐藤洋子先生をお
迎えして、「悪質商法について」の第1回講話会が行われ、
参加者は身近に起きているさまざまな悪質商法について学
びました。

　福島県奥会津
で行われた、第
10回歳時記の郷・
奥会津俳句大会
で、大谷の清水八
エ門さんが、見事
大賞を受賞され
ました。
　この大会は、歳
時記をテーマにし
た俳句を全国から
募集して表彰し、
歳時記の郷・奥会
津の PR を図る目福島県南会津町「久川ふれあい広場」に建立された句碑

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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申
込
期
限　

7
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　

 
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　

問
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

☎
０
２
９-

２
２
６-
２
４
１
３

　

℻  
０
２
９-

２
２
６-
２
７
４
０ 

　

夏
こ
そ
、〝
ゆ
か
た
〞
で
、
出
か

け
ま
せ
ん
か
!

と　

き　

7
月
14
日（
土
）

　

 

や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
行
き
の
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
利
用
希
望
の
方
は
、

申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

探
検
場
所　

 

園
部
川
河
口
及
び
や
す

ら
ぎ
の
里
小
川

内　

容　

 

園
部
川
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
説
明
や
河
口
周
辺
の
野

鳥
観
察
、
投
網
体
験
。
や

す
ら
ぎ
の
里
小
川
周
辺
の

野
草
観
察
。

　
　
　
　
（
※ 

小
雨
決
行
。
荒
天
時
は

内
容
を
変
え
て
実
施
。）            

参
加
対
象　

 

市
内
在
住
の
小
学
4
年

生
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

小
学
3
年
生
以
下
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　

7
月
5
日（
木
）

参
加
費　

1
0
0
円
/
人

　
　
　
　
（
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

 

お
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
、動
き
や
す
い
服
装
、

雨
具
、
双
眼
鏡（
お
持
ち

の
方
の
み
）
な
ど

　

問
環
境
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
４
４
）

　

犯
罪
被
害
者
の
相
談
に
対
し
必
要

な
支
援
策
の
情
報
提
供
お
よ
び
相
談

窓
口
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
方
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。 

相
談
日　

月
曜
〜
金
曜
日

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ

り
、
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

と　

き　

7
月
3
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
20
分
〜
2
時

と
こ
ろ　

水
戸
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　

2
階
大
会
議
室

公
売
対
象
不
動
産

◆
売
却
区
分
番
号
１
９-

３
１ 

　

見
積
価
額 

1
，7
5
0
，0
0
0
円

　

所　

在　

小
美
玉
市
百
里
字
百
里

　

地　

番　

3
6
4
番

　

地　

目　

雑
種
地

　

地　

積　

1
8
4
8
㎡

◆
売
却
区
分
番
号
１
９-

３
２ 

　

見
積
価
額　

1
，5
7
0
，0
0
0
円

　

所　

在　

小
美
玉
市
百
里
字
百
里

　

地　

番　

3
6
1
番

　

地　

目　

山
林

　

地　

積　

3
3
4
6
㎡

※ 

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

１
２
２
１

　

夏
休
み
に
親
子
で
有
意
義
な
思
い

出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
水
道
教

室
に
参
加
し
、
体
験
学
習
と
水
に
親

し
む
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
く
過
ご
し
、

私
た
ち
の
利
用
し
て
い
る
水
道
水
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

8
月
4
日（
土
）  

　
　
　
　
　

午
前
8
時
50
分
〜
午
後
2
時

と
こ
ろ　

 

茨
城
県
企
業
局
県
中
央
水

道
事
務
所

対
象
者　

 

後
援
市
町
村
に
居
住
す
る

小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護

者　

５
０
組
１
０
０
名

内　

容　

 

水
道
水
を
つ
く
る
実
験
・

浄
水
場
見
学
・
水
に
親
し

む
イ
ベ
ン
ト
等

申
込
方
法

　

住
所
、
保
護
者
名
、
児
童
名（
及

び
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、「
夏
休
み
親
子
水
道
教
室
」
参

加
希
望
と
記
載
し
、は
が
き
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

申
込
期
間　

7
月
2
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
日（
火
）

参
加
費　

無
料

　

問
茨
城
県
企
業
局
県
中
央
水
道
事
務
所

不
動
産
公
売
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

申

「
浴
衣
の
着
付
け
教
室
」

参
加
者
募
集

犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口

「
夏
休
み
親
子
水
道
教
室
」

参
加
者
募
集

「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

申

「
恋
瀬
川
探
検
隊
」

参
加
者
募
集
中

申

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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示
談
の
仕
方
な
ど
で
悩
ん
で
お
困
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
日　

月
曜
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（ 

正
午
〜
午
後
0
時
45

分
除
く
）

相
談
所

　

中
央
交
通
事
故
相
談
所

　
　
（
水
戸
市
柵
町
１-

３-

１ 

　
　
　
　
　

水
戸
合
同
庁
舎
１
階
）

　

☎
０
２
９-

２
３
３-

５
６
２
１

参
加
対
象【
一
般
コ
ー
ス
】

　

15
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

　　　　　　　　　　　　　　
（
中
学
生
は
除
く
）

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
又
は
学
年
、
希
望
日
、
コ
ー
ス

名
及
び
発
着
場
所
）を
記
入
の
う
え
、

下
記
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
枚
の
は
が
き
で
４
名
ま
で

　
テ
ー
マ 　
「
腰
痛
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
腰
痛
体
操
」

対
象
者　

 

茨
城
町
・
大
洗
町
・
小
美

玉
市
に
お
住
ま
い
の
方

と　

き　

7
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

茨
城
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

2
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

定　

員　

30
名

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　

無
料

受
付
期
間　

6
月
20
日
〜
22
日

　
　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
45
分

　

問
水
戸
赤
十
字
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

☎
０
２
９-

２
３
３-

９
１
６
６

　

家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
安
定
を
図
る
た
め
、

• 
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者（
内
職
者
）

に
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

• 

工
賃
は
、
全
額
を
1
か
月
以
内
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に

は
、
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
１
６

　

交
通
事
故
に
遭
い
、
損
害
賠
償
や

申
込
み
で
き
ま
す
が
、
必
要
事
項
は

参
加
希
望
者
全
員
分
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

申
込
先 

〒
３
０
１-

０
８
０
２

　

水
戸
市
柵
町
１-

３-

１

　
　

茨
城
県
県
北
地
方
総
合
事
務
所 

　

県
民
生
活
課
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
担
当

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

２
４
９
０

申
込
期
限　

７
月
20
日（
金
）

そ
の
他　

 

参
加
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
同
一
コ
ー
ス
に
対
す
る
複

数
の
は
が
き
に
よ
る
申
込
み
は
不
可

と
し
ま
す
。
昼
食
や
飲
み
物
、
筆
記

用
具
等
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
0
時
45
分
除
く
）

相
談
所　

 
茨
城
県
生
活
環
境
部
生
活

文
化
課
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
室（
県
庁
舎
12
階
）

　
　
　
　

☎
０
２
９-
３
０
１-

７
８
３
０

　
　
　
　
　
（
な
や
み
ゼ
ロ
）

　

石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

会
員
の
方
で
5
年
を
経
過
し
10
年
以

上
の
無
事
故
無
違
反
運
転
者
に
対
し

て
、
茨
城
県
警
察
本
部
長
と
茨
城
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
で
、
永
年
無

事
故
無
違
反
優
良
運
転
者
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。

　

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
表
彰

申
請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書

（
７
月
2
日
以
降
発
行
の
も
の
）を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
申

請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
交

付
申
請
書
は
、
交
通
安
全
協
会
事
務

局
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
証
明
書

の
手
数
料
に
は
、７
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

申
請
期
限　

7
月
27
日（
金
）

　

問
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
　
（
石
岡
警
察
署
内
） 

　
　

☎
２
６-

２
２
９
３

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ

連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
方「
ご
本
人
」に
、
あ
ら
た
め
て

慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
『
特
別
慰
労
品
』
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た

方
、
書
状
等
の
請
求
を
し
な
か
っ

た
方
も
対
象
で
す
。
請
求
書
は
、

左
記
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

小
美
玉
市
福
祉
事
務
所　

社
会
福
祉
係

　
（
玉
里
総
合
支
所
２
階
）

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
３
２
２
４

　

小
美
玉
市
福
祉
事
務
所　

美
野
里
支
所

　
（
四
季
健
康
館
内
）

　

☎
４
８-
０
２
２
１

　

内
線
４
０
０
８

　

小
美
玉
市
福
祉
事
務
所　

小
川
支
所  

　
（
小
川
総
合
支
所
１
階
）

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
１
１
１

請
求
期
限　

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
無
料
電
話
：
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３

　
　
　
　
　
（ 

月
〜
金
、
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
５
時
15
分
、
土
・
日
休
）

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け
で
は

な
く
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

大
雨
の
時
の
注
意
・
早
め
の
避
難
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

土
石
流（
ど
せ
き
り
ゅ
う
） 、地
す
べ

り
、が
け
崩
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は「
家
内
労
働
法
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

7月1日・8日・15日
◆受付　午前９時～１１時３０分
　　　　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
日
1
8
15

 外　　　科
　　　　友部整形外科 　　（石岡市）  　　☎(26)2339
　　　　田中クリニック 　　（石岡市）  　　☎(23)2288
　　　　山王台病院 　　（石岡市）  　　☎(26)3130

7月1日・7日・8日・14日・15日
◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科)7月7月7月

緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５
緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）

7月7月7月
休　

日

夜　

間

申
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

「
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
予
防
教
室
」の
ご
案
内

申

交
通
事
故
相
談

平
成
19
年
度
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

参
加
者
募
集

コース名

一般コースA
8月21日(火)

一般コースC
8月29日(水)

笠間駅

水戸
合同庁舎

ひたちなか
インフォメーションセンター
・常陸那珂港
J－PARC

吉田正記念館
天心記念五浦美術館

見学施設 発着場所

※各コース30名の募集です。
※各コースとも朝出発し、夕刻に出発の場所へ戻ります。

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 歯の健康は体の健康

むし歯になりやすい食べ物ってある？

　食べ物をよく噛んで食べることによって、次のような効果があります。

① 口の中の清掃に役立つ。
② 肥満や便秘予防になる。
③ 健康保持と長寿につながる。
④ 胃の働きがよくなるため、栄養が吸収しやすくなる。

⑤ 食べ物の消化を助ける。
⑥ 唾液の分泌が促進される。
⑦ 顔面やあごの成長を助ける。
⑧ 脳への血流量が増え思考力が増す。（もの忘れ予防）

噛むことで健康な体をつくりましょう!!

　糖が含まれている食べ物（炭水化物・砂糖・ハチミツ・果物・ミルクなど）は、どれもむし歯の原因になりま
す。歯垢の中には、ミュータンス菌というむし歯菌がいて、糖が歯垢に触れるとこの菌が酸を作りだし、歯
を溶かします。これには、食べた糖の量はあまり重要ではなく、糖が歯に触れている時間の長さが問題にな
ります。ダラダラ食べ・飲みはいけません!!
　むし歯になりやすい人は、人工甘味料を使った食べ物（飲み物）を選ぶのもむし歯の予防になります。し
かし、人工甘味料を使っていても炭酸飲料の酸は、むし歯を進行させます。

むし歯のでき方　　ミュータンス菌　+　砂糖や食べかす　＝　歯垢　→　酸を作る　→　歯を溶かす

むし歯菌はうつります！
　ミュータンス菌は、赤ちゃんのうちにキスや食器の共有によって、周囲の人から赤ちゃんへ菌がうつる
ことが知られています。ミュータンス菌は乳歯が生えてきた赤ちゃんの口の中で繁殖し、むし歯をつくり
ます。ミュータンス菌の割合が多い保護者ほど、子どもの口にもこの菌は多く（むし歯になるリスクは2倍
以上）、逆に口の清掃に気をつけて菌を減らした保護者では、子どもの中のミュータンス菌は少なくなると
いう結果が出ています。

◎8月の総合健診のお知らせは、広報おみたまお知らせ版7月号（6月28日発行）に掲載が変更になりました。

噛んで生き生き！「8020運動」
　80歳で20本以上の歯のある人たちは、噛みくだく力が高いだけでなく、運動能力や
生活の満足度が高いことが明らかにされています。しかし、高齢になってから歯を大
事にしても間に合いません。若いころからのセルフケアを心がけましょう。

歯周病と全身の病気って関係がある？

　歯周病はライフスタイルや病気と大きな関係があるので生活習慣病の１つとされています。歯周病菌は
血流によって心臓や他の臓器に感染することが分かっています。心臓の弁膜や内膜に感染すると、「細菌性
心内膜炎」の原因となり、冠動脈に感染すると動脈硬化を進行させる可能性があります。
　そのほかにも「肺炎」や「骨粗しょう症」にも関係があり、妊婦さんが進行した歯周病にかかっていると
「早産・低出生体重児」の出産確率は、かかっていない方と比べて7倍以上になります。

　歯周病とは主に歯肉、あごの骨、歯の根本の外側にある層などの、歯を取り囲んで支えている組織が炎
症によって破壊される病気です。歯を失う原因の90％以上はむし歯と歯周病で、成人の80％以上が歯周
病にかかっているといわれています。

※歯垢とは：歯の表面に付着する柔らかい堆積物。
　　　　　  食べ物の残りかすを栄養とする微生物などから成り、長期間たつと歯石となる。

健康増進課　☎４８－０２２１【問い合わせ】

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

こ
ん
も
り
と
咲
く
て
っ
せ
ん
の
五
十
余
り
紫
色
の
風
に
吹
か
る
る　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

千
年
を
生
き
て
三
春
の
滝
桜
華
や
ぎ
咲
け
ば
人
も
華
や
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

み
ど
り
児
は
澄
み
た
る
眼
眩
し
げ
に
鯉
幟
り
仰
ぐ
吾
が
腕
の
中
に　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

あ
と
少
し
と
腰
の
悲
鳴
を
な
だ
め
つ
つ
日
ぐ
れ
間
近
き
畑
に
草
引
く　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

茶
摘
歌
口
ず
さ
み
行
く
菜
園
に
葱
の
小
坊
主
威
儀
正
し
並な

む　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

刈
り
残
る
コ
ー
ン
畑
に
群
が
り
し
雀
ら
さ
わ
ぐ
空
夕
焼
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

夏　

江　

　

思
い
出
の
ま
ま
の
こ
る
も
の
長
城
の
壁
の
み
な
る
か
な
べ
て
変
わ
り
ぬ　
　
　
　

吉　

野　

年　

雄

　

梅
よ
り
も
椿
の
照
り
葉
耀
き
て
如
月
の
森
に
精
気
み
な
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　

大　

平　

勇　

次

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
こ
ぼ
れ
し
種
よ
り
育
ち
た
る
え
い
ざ
ん
す
み
れ
冬
の
日
に
咲
く　

藤　

井　

と
り
子  

　

ひ
な
人
形
飾
り
し
店
を
訪
ね
つ
つ
蔵
の
街
ゆ
く
心
は
ず
み
て　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香 

　
　み

の
り
短
歌
教
室

　

春
あ
ら
し
一
夜
す
さ
び
て
明
く
る
庭
幼
き
蝶
の
む
く
ろ
が
数あ

ま
た多　

　
　
　
　
　
　

福　

田　

智　

子

　

白
内
障
眼
帯
は
ず
す
看
護
師
の
黄
ば
み
し
白
衣
白
く
輝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　

竜
神
山
枝
垂
れ
桜
を
ま
た
ぎ
つ
つ
峰
広
が
り
て
濃
く
淡
く
萌
ゆ　
　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子

　

菜
種
梅
雨
明
け
て
仕
上
が
る
胡
瓜
棚
花
付
く
蔓
を
そ
っ
と
結
び
ぬ　
　
　
　
　
　

海
老
澤　

江　

い

　

咲
き
さ
か
る
茱ぐ

み萸
の
大
樹
に
小
鳥
群
れ
ツ
ー
ピ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
声
の
降
り
来
る　
　

皆　

藤　

豊　

子　

玉
里
短
歌
会

　

は
る
か
な
る
原
始
の
暮
ら
し
垣か

い

ま

み

間
見
せ
縄
文
土
器
の
線
の
妖
し
き　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生 

　

国
会
の
放
送
聞
き
つ
つ
の
松
の
手
入
れ
指
の
動
き
の
リ
ズ
ム
失
ふ　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

春
告
げ
る
深
紅
の
椿
の
色
深
く
陽
光
を
吸
い
息
づ
く
ご
と
く　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲 

　

ま
た
し
て
も
幼
あ
や
め
る
ニ
ュ
ー
ス
聞
く
大
人
に
な
れ
ぬ
人
増
え
ゆ
く
か　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

大
空
に
今
羽
ば
た
か
む
白は

く

れ

ん

木
蓮
の
一
夜
の
霜
に
錆
び
さ
び
に
け
り　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

寄
稿

　

子
の
婚
と
父
の
喪
続
く
わ
が
庭
に
深し

ん
く紅
の
秋こ

す
も
す桜
咲
き
乱
れ
い
る　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

和　

子

小
川
俳
句
会

　

野
も
山
も
色
と
り
ど
り
に
衣
替　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

若
葉
萌
ゆ
名
の
あ
る
山
も
無
き
山
も　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

紅
き
薔
薇
奢
り
て
一
人
の
夕
餉
と
す　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

花
は
葉
に
出
会
は
過
去
の
友
な
り
き　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

過
ぎ
し
夢
瑞
穂
の
国
の
田
植
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

心
地
よ
く
昼
を
眠
り
て
藤
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

ど
の
田
に
も
水
の
漲
る
立
夏
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

　

潮
の
香
や
砂
丘
に
こ
ぞ
る
松
の
芯　
　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

樟
若
葉
墓
石
に
し
の
ぶ
水
戸
烈
士　
　
　
　
　
　
　
　

戸　

田　

笙　

子

　

盆
栽
の
藤
む
ら
さ
き
に
地
を
摺
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

み
の
り
俳
句
会　

　

入
院
の
弟
見
舞
ふ
梅
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

　

大
試
験
終
へ
て
明
る
き
夕
厨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

曽
孫
の
生
れ
し
知
ら
せ
花
爛
漫　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
名
瀬　

や
え
子    

　

鶯
の
声
ふ
く
よ
か
に
空
晴
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

　

学
童
の
身
嗜
み
よ
き
新
学
期　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　

原　

新　

草

欅
の
会

　

何
事
も
な
き
一
日
に
新
茶
淹い

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し

　

母
さ
が
す
赤
子
わ
す
れ
な
草
の
目
よ　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

吉
報
か
去
年
の
つ
ば
く
ろ
す
い
と
来
る　
　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

赤
信
号
目
ざ
す
は
一
つ
恋
の
猫　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

藤ふ
じ
な
み浪
や
遺の

こ

し
て
ゆ
き
し
句
の
揺
る
る　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

老ろ
う
お
う鶯
の
靄も

や

に
啼
く
な
り
古こ

さ
つ刹
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

小さ
ざ
な
み波
に
夕
日
及
び
し
植
田
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

山　

道　

子

　

山
腹
に
雲
と
見
ま
が
ふ
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

畦
塗
り
は
農
の
文
化
の
証
と
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

木
蓮
に
光
残
し
て
野
辺
暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

芭
蕉
翁こ

う

詣
で
し
寺
の
残
花
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊

　

春
風
や
牛
に
守も

ら
れ
て
虚
空
蔵
尊　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

渚
へ
と
目
差
す
電
車
や
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

青
葉
風
塔
の
風ふ

う
た
く鐸
揺
ら
し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

　

花
曇
る
空
へ
き
ら
り
と
九
輪
塔　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

広報おみたま　平成 19年 6月 14日
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押尾コータローコンサート【チケット発売中】

　と　　き　9月 9日（日）午後 6時開演
　入場料金　5,000 円（全席指定）

水森かおりコンサート
　と　　き　9 月 29 日（土）
　　　　　　午後 2時、午後 6時（2回公演）
　入場料金　5,000 円（全席指定）
　電話予約開始　6月 23日（土）午前 8時 30分～

市原悦子ドラマ・ライブ～あらしのよるに～
　出　　演　市原悦子、ミッキー吉野、越村公一
　と　　き　10月 16日（火）午後 7時開演
　入場料金　4,000 円（全席指定）
　電話予約開始　7月 1日（日）午前 8時 30分～

伊勢正三・太田裕美・
　　　大野真澄アコースティックナイト
　出　　演　伊勢正三、太田裕美、大野真澄
　と　　き　11月 17日（土）午後 6時開演予定
　入場料金　5,000 円（全席指定）
　電話予約開始　7月 7日（土）午前 8時 30分～

申込み・問い合わせ　小川文化センター　☎ 58－ 0921
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

落語と歌謡曲 ふたりのジョイントコンサート

出　　演　柳亭市馬（落語家）
　　　　　中田真理亜（歌手）
　　　　　スペシャルゲスト　立川談志
と　　き　9月 9日（日）午後 2時開演
入場料金　3,000 円（全席指定）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮願います。
チケット発売日　6月 23日（土）
　　　　　午前9時～（電話予約は午後1時～）

申込み・問い合わせ　玉里総合文化センター
　　　　　☎ 26－ 9111
休 館 日　月曜日・祝日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は当該祝日及びその翌日）

消
費
者
問
題
を
知
っ
て

　
　

    

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!

◆
前
号
に
つ
づ
き
若
者
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

《
相
談
事
例
》
入
会
し
た
の
に
届
か
な
い
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
わ
な
｜

　

め
ず
ら
し
い
時
計
が
欲
し
く
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
検
索
し
て
い
た
ら
、
気

に
入
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
時
計
を
見
つ
け
た
!
ち
ょ
っ
と
高
い
と
思
っ
た

が
、
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
た
か
っ
た
の
で
、
思
い
き
っ
て
入
札
し
た
。
そ

し
て
落
札
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
喜
ん
で
、
出
品
者
と
の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

取
引
の
や
り
と
り
を
し
た
…
。
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
前
払
い
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
指
定
口
座
に
代
金
を
一
括
振
り
込
ん
だ
。
こ
れ
で
あ
と
は
品
物
が

届
く
の
を
待
つ
の
み
。
と
こ
ろ
が
、
約
束
の
期
日
を
過
ぎ
て
も
商
品
が
届
か

な
い
…
。
お
か
し
い
の
で
、
も
う
一
度
相
手
に
連
絡
を
と
ろ
う
と
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
て
、
相
手
の
連
絡
先
も
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

●
す
ぐ
と
び
つ
く
の
は
危
険
!　

 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
自
宅
に
い
な
が
ら
、
い
つ

で
も
気
軽
に
多
く
の
商
品
の
中
か
ら
、
一
種
の
ゲ
ー
ム
感
覚
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
き
る
の
で
、
若
者
に
人
気
が
あ
る
。
で
も
、
ハ
イ
テ
ク
の
落
と
し
穴
が
あ
る

の
で
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
事
例
の
他
に
も
、「
届
い
た
が
別
の

品
物
だ
っ
た
」、「
傷
も
の
だ
っ
た
」、「
返
品
が
受
け
付
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
。

　

●
信
用
性
を
見
極
め
て
か
ら
!

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
と
相
手
の
所
在
を
追
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
に
な
り
、
連
絡
が
つ
か
な
く
な
る
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
相
手
の
信
用
性
を

慎
重
に
見
定
め
る
こ
と
、
で
き
る
だ
け
商
品
代
金
の
前

払
い
を
避
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、
念
の
た
め
相
手
の
住

所
・
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
や
契
約
内
容
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
を
印
刷
し
て
手
元
に
保
管
し
て

お
こ
う
。

相
談
先　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
２
９-

２
２
５-

６
４
４
５

平成 19年 6月 14日　広報おみたま
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原
は ら だ

田　葵
あおい

ちゃん
（平成 17年 3月 4日生）
◆野球が大好きな葵です。
　これからもいっぱい遊ぼうね。

　

地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
、
趣
味

な
ど
の
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘（
高
崎
）で
、「
不
要
に

な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
か
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス

カ
ー
ト
を
作
っ
て
、
踊
り
の
衣
装
に
し
て
い
ま

す
」
と
小
川
に
お
住
ま
い
の
山
田
玲
子
さ
ん
か

ら
元
気
な
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

写
真
を
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
鯉
の
ぼ
り
の

柄
を
上
手
に
生
か
し
て
ス
カ
ー
ト
を
作
り
、
素

敵
に
着
こ
な
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、「
誰
ひ
と
り
柄
が
派
手
と
い
う
人
も
な

く
、
は
じ
め
て
の
鯉
の
ぼ
り
柄
の
ス
カ
ー
ト
を

は
い
て
華
や
い
で
い
ま
す
」と
の
言
葉
ど
お
り
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
輝
い
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
こ
ち
ら
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
60
歳
代
か
ら
90
歳
ま
で
の
方
が
、

体
が
不
調
の
時
に
は
慰
め
合
い
支
え
合
い
、
お

湯
に
浸
か
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
無

理
せ
ず
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

が
こ
こ
に
来
る
と
自
然
に
湧
い
て
く
る
そ
う
で

す
。「
一
人
暮
ら
し
で
淋
し
い
方
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
心
を
引
き
立
て
元
気

に
生
き
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
、
自
分

へ
の
エ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
が
」
と

山
田
さ
ん
か
ら
他
の
方
を
気
遣
う
こ

と
ば
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、
心
が
あ

た
た
か
く
な
る
寄
稿
で
し
た
。

鯉のぼりからスカートを
高齢者福祉センター白雲荘に楽しく集う

鈴
すずき

木  亜
あ み

実ちゃん
（平成 17年 1月 27日生）
◆わが家の怪獣はいつも大暴れです !

大
お お わ だ

和田  暖
は る と

斗ちゃん
（平成 17年 1月 25日生）
◆お兄ちゃんとゲキレンジャーに
　なりきって遊んでいます。

★わが家のアイドルを募集します！
　対　象　1 歳から 3 歳ぐらいま
　　　　　でのお子さま
　申込先　秘書広聴課　
　　　   　☎ 48－ 1111
　　　　  内線 1221

　

飯
前
婦
人
会（
荻
沼
会
長
）で
は
、
会
員
の
親

睦
を
図
る
た
め
に
、
平
成
8
年
ご
ろ
か
ら
毎
年

2
回
ほ
ど
、
地
区
公
民
館
に
集
ま
っ
て
お
い
し

い
焼
き
肉
の
た
れ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
れ
づ
く
り
に
は
夕
方
か
ら
11
時
半
ご
ろ
ま
で

か
か
る
そ
う
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
会

話
も
は
ず
み
、
大
変
な
作
業
も
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
過
ぎ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
に
ん
に

く
と
生
姜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
手
作
り
た
れ
の

味
の
評
判
は
上
々
で
、
会
員
の
食
卓
に
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
焼
き
肉
が
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
家
族
を
喜
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
て
い
る
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
ま
た
、
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
が
幅
広
く
、
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
炒
め
や
焼
き
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
に
使
っ
た
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
と
て
も
重
宝
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
そ
う
で
す
。

続けています続けています！！
～おいしい 焼き肉のたれづくり10年～ 

飯前婦人会

広報おみたま　平成 19年 6月 14日



18

　　今回は、玉里図書館を紹介します ! 玉里図書館は、霞ヶ浦を望む高台に建つ玉里総合文化センターの 2階に
　あります。館内に入ると、すぐ奥に切り絵で有名な旧玉里村出身の滝平二郎氏のコーナーがあります。読み聞
　かせなどに便利な大型絵本が 30冊ほどあり、貸し出しをしています。両開きの赤い扉がかわいい、アットホー
　ムな感じの図書館です。

　場　　所　小美玉市高崎 291 ‒ 3（小美玉市玉里総合文化センター 2階）
　　　　　　☎ 0299 ‒ 26 ‒ 9111　FAX0299 ‒ 26 ‒ 9261
　　　　　　URL http://t-lib.city.omitama.lg.jp
　開館時間　午前 9時 30分～午後 6時
　休 館 日　毎週月曜日（月曜が祝日の場合は翌日も休館）、祝日、
　　　　　　館内整理日（毎月月末。ただし、土・日・月の場合は前週の金曜日）、
　　　　　　年末年始（12月 28日から 1月 4日）、特別整理期間（今年度は 6月 19日から 30日）
　★ はじめて利用するときは、
　　市内在住・在学・在勤の小学生以上の方はどなたでも無料で借りられます。
　「利用者カード」を発行しますので、本人確認のできるもの（免許証や保険証など）
　をご持参のうえ、カウンターでお申し込みください。
　貸出点数と期間　 ● 図書・雑誌は5冊まで 2週間
　　　　　　　　　 ● CD は 2点まで 1週間（DVDは館内閲覧のみとなります）
　〈館　　　内〉　調べ物ができるレファレンスコーナー、子どもたちのための児童コーナー、
　　　　　　　　DVDを観たり新聞・雑誌が読めるブラウジングコーナーがあります。
　〈蔵 書 検 索〉　玉里図書館の蔵書がインターネットで検索できます。上記URL にアクセスのうえ、ご利用ください。
　〈おはなし会〉　月1回第 2土曜日におはなし会を行っています。毎回 20名～ 30名の子どもたちが
　　　　　　　　見に来てくれます。どなたでも参加できますのでぜひお越しください。

次回広報おみたま7月号の発行日は7月12日（木）です。この広報紙は再生紙を使用し、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

▼「
第
1
回
う
さ
ぎ
ま
つ
り
で
釣
っ
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
が
元
気
に
生
き
て
い
る
ん
で
す
よ
!
」
と
旧
玉
里
村
の

こ
の
お
ま
つ
り
の
実
行
委
員
の
方
か
ら
思
い
が
け
な
い
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

早
速
、お
伺
い
し
て
み
る
と
、玉
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
近
く
に
あ
る
権
現
山
古
墳
前
広
場
で
行
わ
れ
た
「
う
さ

ぎ
ま
つ
り
」で
、
当
時
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
が
盛
況
だ
っ
た
お

話
か
ら
、
旧
玉
里
村
広
報
た
ま
り（
２
０
０
４
年
８
月
号
）

の
表
紙
を
飾
っ
た
ザ
リ
ガ
ニ
を
譲
り
受
け
た
女
の
子（
水

戸
市
在
住
）が
、
今
で
も
大
切
に
育
て
て
い
て
、
も
う
２

年
余
り
も
生
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
現
在
小
学
４
年
生
に
な
っ
た
女
の
子
は
、
大
き
な
は

さ
み
を
怖
が
り
も
せ
ず
、

元
気
な
ザ
リ
ガ
ニ
を
水
槽

か
ら
出
し
て
み
せ
て
く
れ

て
、
無
事
記
念
撮
影
が
で

き
ま
し
た
!
う
さ
ぎ
ま
つ

り
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と

こ
の
話
を
懐
か
し
む
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

▼
市
内
を
あ
る
い
て
い
た
ら
、
車
窓
に
部
室
の
池
花
池
の

ヒ
ツ
ジ
グ
サ
の
花
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ヒ
ツ
ジ
グ
サ
は
、
ス
イ
レ
ン
科
ス
イ
レ
ン
属
の
多
年
草

で
、
未
の
刻（
午
後
２
時
ご
ろ
）に
花
を
咲
か
せ
る
の
で
、

こ
の
名
前
が
つ
い
た
そ
う

で
す
が
、
実
際
に
は
、
明

る
く
な
る
と
開
き
、
暗
く

な
る
と
閉
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
池
に
は
冬

に
な
る
と
白
鳥
も
飛
来
し

ま
す
。 お

み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」
の
意
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
話
題

を
お
み
た
ま
サ
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
情
報
の
あ
る
方
は
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

施設訪問 ～図書館編～

国
道
３
５
５
号

石 

岡

行
方

玉
里
小
学
校

玉
里
中
学
校

玉
里
総
合
支
所

玉里図書館
（玉里総合文化センター内）

玉里図書館へ行ってみよう !玉里図書館へ行ってみよう !
ぐる～っ

と

おみたま
ぐる～っ

と

おみたま

平成 19年 6月 14日　広報おみたま


